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この度は，日本生理学会奨励賞と久野寧記念賞
の名誉ある賞を同時に頂き，大変光栄に存じてお
ります．この 2 賞はこれまでの研究を評価して頂
いたと同時に，今後の私への期待値でもあると受
け止めており，気が引き締まる思いです．

私は，大学入学直後に出会った工藤佳久先生の
個性と光イメージング研究に魅せられ，研究世界
に飛び込みました．大学院では宮川博義先生から
電気生理とイメージングの基礎を学び，データを
じっくり観察して「何か面白いことを見つけ出す」
という研究スタイルを学びました．小泉周先生に
誘われ網膜研究にも携わり，同時期に海外研究留
学していた事もあり，研究や私生活の面で大変楽
しい時間を共有できました．研究留学先の英国と
カナダでは Alan Fine 先生と樹状突起スパインの
イメージングに関わり，5 年以上かけた超難産の
シナプス可塑性の論文を世に送り出せました．北
海道大学に赴任してからは光イメージング研究の
プロジェクトに参画し，本間研一先生と本間さと
先生と生物時計の光イメージングの研究を行なっ
ています．

これまで私は海馬・網膜・視床下部の視交叉上
核という異なる脳部位を研究対象とし，扱う現象
の時間空間スケールも様々ですが，「神経細胞の機
能を光イメージングする」ことで一貫しています．
この研究の魅力は，実験をしていて否応無く新し
い発見が目の前に現れるという瞬間があることで
す．一般的な研究方法は「仮説」たて「検証」し
て行くという手順が多いですが，光イメージング
研究では「発見」が最初に突如目の前に現れるこ

とがあります．この瞬間はまさに感動的であり，
研究を続けてゆけるモティベーションになってい
ます．

現在の概日リズムの「蛍光」イメージングを始
めた当時，生物時計分野でイメージングとは「ホ
タルの生物発光」を指し，蛍光を使っての研究は
皆無でした．「数日間の長期測定が必要で，蛍光イ
メージングは励起光が細胞にダメージを与えるか
ら無理だろう」という見解が殆どでしたが，私は
長期間の蛍光イメージングは十分可能であると確
信していました．また幸運にも，当時北大内に永
井健治先生（現阪大）をはじめ，光イメージング
の専門家が多くいた事もあり，1 細胞解像度で
1,000 個レベルの細胞ネットワークを数日～週レ
ベルで光イメージングを達成しました．現在のと
ころ生物時計分野では世界最高レベルの光イメー
ジング技術であると自負しています．現在は多色
による複数機能の同時イメージングや，光を使っ
ての細胞機能操作を試みており，生物時計研究の
更なるブレイクスルーを起す事を目指しています．
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